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　単位 ： mg／ℓ
種 　 　　  　ゴルフ場

 本市の

類 項目  指針値

ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.04
殺 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.025
虫 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.4

ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.025
剤 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.015

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.5
ﾍﾞﾝｽﾙﾀｯﾌﾟ 0.45
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1.5
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸
塩及びｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢
酸塩

0.03

ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.02
殺 ｵｷｼﾝ銅 0.1

ｷｬﾌﾟﾀﾝ 1.5
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.2
ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 0.25

菌 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.125
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.15
ﾁｳﾗﾑ 0.1
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 1.5

剤 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 0.185
ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 0.05
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.195
ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 1.0 
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ 6.0 
ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ 0.5
ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.25
ﾍﾞﾉﾐﾙ 0.1
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 0.55
ﾎｾﾁﾙ 11.5
ﾎﾟﾘｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 0.15
ｱｼｭﾗﾑ 5.0 
ｴﾄｷｼｽﾙﾌﾛﾝ 0.7

除 ｼｸﾛｽﾙﾌｧﾑﾛﾝ 0.4
ｼﾃﾞｭﾛﾝ 1.5

草 ｼﾏｼﾞﾝ 0.015
ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ 0.03

剤 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.15
ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ 0.15
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.25
ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 0.05
MCPAｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐ
ﾝ塩及びMCPAﾅﾄ
ﾘｳﾑ塩

0.025

ﾄﾘﾈｷｻﾊﾟｯｸｴﾁﾙ 0.075
備考 ： 「※」は、定量下限値未満
　　　　 指針値は、飯能市環境保全条例施行規則第４０条に定める水質指針値

市内ゴルフ場における農薬調査結果
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　単位 ： mg／ℓ
種 　 　　  　ゴルフ場

 本市の
 本市の

類 項目  指針値  指針値

ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.04 0.008
殺 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 0.002

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.025 0.005
虫 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.4 0.08

ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.025 0.005
剤 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.015 0.003

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.5 0.1
ﾍﾞﾝｽﾙﾀｯﾌﾟ 0.45 0.09
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1.5 0.3
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸
塩及びｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢
酸塩

0.03 0.006

ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.02 0.004
ｵｷｼﾝ銅 0.1 0.02
ｷｬﾌﾟﾀﾝ 1.5 0.3

殺 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.2 0.04
ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 0.25 0.05
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.125 0.025
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.15 0.03
ﾁｳﾗﾑ 0.1 0.02
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 1.5 0.3

菌 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 0.185 0.037
ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 0.05 0.01
ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.195 0.039
ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 1.0 0.2
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ 6.0 1.2
ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ 0.5 0.1

剤 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.25 0.05
ﾍﾞﾉﾐﾙ 0.1 0.02
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 0.55 0.11
ﾎｾﾁﾙ 11.5 2.3
ﾎﾟﾘｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 0.15 0.03
ｱｼｭﾗﾑ 5.0 1
ｴﾄｷｼｽﾙﾌﾛﾝ 0.7 0.14

除 ｼｸﾛｽﾙﾌｧﾑﾛﾝ 0.4 0.08
ｼﾃﾞｭﾛﾝ 1.5 0.3

草 ｼﾏｼﾞﾝ 0.015 0.003
ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ 0.03 0.006

剤 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.15 0.03
ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ 0.15 0.03
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.25 0.05
ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 0.05 0.01
MCPAｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐ
ﾝ塩及びMCPAﾅﾄ
ﾘｳﾑ塩

0.025 0.005

ﾄﾘﾈｷｻﾊﾟｯｸｴﾁﾙ 0.075 0.015
備考 ： 「※」は、定量下限値未満
　　　　 指針値は、飯能市環境保全条例施行規則第４０条に定める水質指針値
         但し、平成８年４月以降に営業を開始した新武蔵丘ゴルフコースに係る水質指針値は、
         ５分の１を乗じて得た値

市内ゴルフ場における農薬調査結果
令和４年度
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測定地点・車線数 昼間 夜間 昼間 夜間

区域の区分 70 65 75 70 大型 小型 二輪 小計 合計

下加治354・２車線

Ｂ　　地　　域

双柳373・２車線

Ｂ　　地　　域

双柳782・２車線

B　　地　　域

阿須130・２車線

Ｂ　　地　　域

八幡町13・２車線

Ｃ　　地　　域

川寺627・２車線

Ｃ　　地　　域

青木37・２車線

Ｂ　　地　　域

永田539-1・２車線

Ｂ　　地　　域

井上１６９・２車線

Ｂ　　地　　域

測定地点・車線数 昼間 夜間 昼間 夜間
区域の区分 ６５ ６０ ７５ ７０ 大型 小型 二輪 小計 合計

飯能1344・２車線

Ｂ　　地　　域

道 路 交 通 騒 音 測 定 結 果
  令和４年度

時間帯別騒音レベル（ｄＢ）

測定値 環境基準 要請限度

時間帯別騒音レベル（ｄＢ）
測定値 環境基準 要請限度

○…基準値内　　×…基準値超過 ※交通量台数は2回（11時、17時）測定した平均値
   環境基準 ： 人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持することが望ましいとされる基準。

　考察 ：昼間（６時～２２時）１地点、夜間（２２時～６時）３地点に、環境基準の超過があります。
　　　　　しかし、いずれも要請限度を下回っています。

図　　
面　　
番　　
号

道路名 測　　
定　　
日

走　　
行　　
方　　
向

交通量（台／10分）
平均
速度
(km/
h）昼間 夜間

1

県道飯能寄居線　　
下加治ﾊﾞｲﾊﾟｽ 12/20

～
12/21

６６ ６４ ○ ○ ○ ○

飯能 6 37 1 44

81

34

寄居 6 29 2 37 38

2

県道馬引沢飯能線 12/20
～

12/21
６４ ５７ ○ ○ ○ ○

狭山 1 22 1 24

46

56

飯能 2 18 2 22 55

3

国道２９９号 12/20
～

12/21
６７ ６２ ○ ○ ○ ○

入間 1 39 2 42

88

43

秩父 2 42 2 46 43

4

県道富岡入間線 12/20
～

12/21
６８ ６２ ○ ○ ○ ○

青梅 3 27 2 32

65

46

入間 5 27 1 33 45

5

国道２９９号 12/20
～

12/21
６２ ５８ ○ ○ ○ ○

入間 3 25 1 29

60

43

秩父 2 28 1 31 38

6

県道二本木飯能線 12/20
～

12/21
６７ ６６ ○ × ○ ○

入間 3 15 1 19

44

31

飯能 5 19 1 25 20

7

国道２９９号
飯能狭山バイパス 12/20

～
12/21

６３ ６１ ○ ○ ○ ○

狭山 4 28 1 33

63

43

飯能 7 23 0 30 48

8

県道飯能名栗線 12/20
～

12/21
６５ ５９ ○ ○ ○ ○

飯能 2 29 1 32

69

51

名栗 3 31 3 37 48

9

国道２９９号 12/20
～

12/21
７０ ６９ ○ × ○ ○

入間 9 24 1 34

72

56

秩父 9 28 1 38 58

図　　
面　　
番　　
号

道路名 測　　
定　　
日

走　　
行　　
方　　
向

交通量（台／10分）
平均
速度
(km/
h）昼間 夜間

10
市道川寺上野線 12/20

～
12/21

６６ ６３ × × ○ ○
上野 5 39 1 45

91
42

川寺 6 39 1 46 46

   要請限度 ： 自動車による騒音がこの限度を超え、道路周辺の生活環境が著しく損なわれている場合、
　　　　　　　　公安委員会に必要な措置の要請及び道路管理者等に意見が述べることができる限度。
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４

4＜面的評価＞ 青梅飯能線・一般国道 299 号

＜騒音に係る環境基準＞

ア 一般の環境基準

イ 道路に面する地域の環境基準

注）車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車道部分をいう。

ウ 幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準（特例）

注）幹線交通を担う道路とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道、４車線以上の市町村道をいう。

昼夜別

区間数

昼 間 夜 間

達成戸数 全戸数 環境基準達成率 達成戸数 全戸数 環境基準達成率

１ 766 766 100.0％ 754 766 98.4％

2 229 229 100.0％ 167 229 72.9％

地域の種類
時間の区分

該 当 地 域
昼間(６時～22 時) 夜間(22 時～６時)

Ａ
５５ｄＢ以下 ４５ｄＢ以下

第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第

１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域

Ｂ 第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、用途外

Ｃ ６０ｄＢ以下 ５０ｄＢ以下 近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域

地域の区分 昼 間 夜 間

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する地域 ６０ｄＢ以下 ５５ｄＢ以下

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する地域

Ｃ地域のうち車線を有する地域
６５ｄＢ以下 ６０ｄＢ以下

区 分 昼 間 夜 間

屋 外 ７０ｄＢ以下 ６５ｄＢ以下





令和４年度

　○…基準値内　　　×…基準値超過

道路交通振動に係る要請限度
単位　デシベル

１種区域

２種区域

  　　考察 ： 道路交通振動については、要請限度を十分満足する数値となっています。

道 路 交 通 振 動 測 定 結 果

時間別振動レベル　上端値（ｄＢ）

（要　請　限　度）

３６ ２８

（65） （60）

３２ ２７

（70） （65）

３５ ２９

（65） （60）

時間の区分 昼間 夜間

区域の区分 （８時～１９時） （１９時～８時）

 第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域

 第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域

 第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、用途外

 近隣商業地域、商業地域

 準工業地域、工業地域

図
面
番
号

道　　路　　名 測定地点 測定日
車線
数

区域
の　　

区分

交通量（台／10分）

昼　　間 夜　　間 昼　間 夜　間

1
県道馬引沢・飯能

線
双柳373

12/20
～12/21

2 １種

○ ○

66 17

2 国道299号 八幡町13
12/20

～12/21
2 2種

○ ○

96 20

3 国道299号 井上169
12/20

～12/21
2 １種

○ ○

115 25

※交通量台数は昼間２回（１１時、１７時）、
　 夜間２回（２２時、２時）を測定した平均値

65 60

70 65
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一酸化窒素（NO）　環境基準値：なし   （単位：ppm）

R４．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ R５．１ ２ ３ 平均等

0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 

0.008 0.007 0.006 0.007 0.009 0.015 0.010 0.019 0.041 0.028 0.018 0.013 0.041 

0.002 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002 0.003 0.005 0.006 0.005 0.003 0.002 0.006 

二酸化窒素（ＮＯ2）　環境基準値：1時間値の1日平均値が0.04ppm～0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下   （単位：ppm）

R４．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ R５．１ ２ ３ 平均等

0.006 0.005 0.006 0.005 0.005 0.004 0.005 0.006 0.007 0.007 0.008 0.006 0.006 

0.019 0.018 0.021 0.019 0.019 0.018 0.019 0.032 0.029 0.031 0.026 0.023 0.032 

0.009 0.008 0.009 0.010 0.008 0.007 0.008 0.011 0.013 0.013 0.013 0.011 0.013 

窒素酸化物　環境基準値：なし   （単位：ppm）

R４．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ R５．１ ２ ３ 平均等

0.006 0.006 0.006 0.005 0.005 0.005 0.006 0.007 0.009 0.009 0.009 0.007 0.007 

0.024 0.024 0.025 0.022 0.027 0.030 0.029 0.036 0.056 0.049 0.043 0.036 0.056 

0.011 0.009 0.011 0.012 0.009 0.008 0.011 0.015 0.016 0.017 0.015 0.013 0.017 

光化学オキシダント　環境基準値：1時間値が0.06ppm以下   （単位：ppm）

R４．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ R５．１ ２ ３ 合計等

日数 15 12 15 12 13 7 2 1 0 0 0 6 83

時間 74 69 77 47 52 28 2 2 0 0 0 28 379

日数 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

時間 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

0.086 0.111 0.163 0.099 0.109 0.074 0.062 0.064 0.044 0.049 0.059 0.079 0.163 

浮遊粒子状物質　環境基準値：1時間値の1日平均値が0.10mg/㎥以下、かつ1時間値が0.20mg/㎥以下 （単位：mg/㎥）

R４．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ R５．１ ２ ３ 平均等

0.016 0.015 0.020 0.018 0.020 0.015 0.012 0.013 0.010 0.011 0.012 0.018 0.015 

0.043 0.035 0.054 0.051 0.062 0.050 0.029 0.036 0.027 0.052 0.040 0.042 0.062 

0.029 0.028 0.037 0.040 0.038 0.023 0.022 0.024 0.016 0.023 0.021 0.033 0.040 

  ※埼玉県大気汚染常時監視測定局（飯能局）で測定した数値

 一酸化窒素(NO) ：

二酸化窒素(NO2)：

窒素酸化物(NOx)：

光化学オキシダント：

浮遊粒子状物質 ：

大 気 関 係 常 時 監 視 測 定 結 果

令和４年度

項目　／　月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

項目　／　月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

項目　／　月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

項目　／　月

昼間1時間値の最高値

項目　／　月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

　 　設置場所　　飯能県土整備事務所

無色の気体で液化しにくく空気よりやや重い。空気又は酸素に触れると赤褐色の二酸化窒素に変わる。

石油や石炭等の窒素分を含んだ燃料の燃焼によって発生する。呼吸器系の疾患の原因となる。

窒素と酸素の反応により生成された物質の総称。Ｎ０やＮ０２等が主なもので、光化学スモッグの原因物質の一つ。

紫外線によって複雑な化学反応を起こして作られるオゾン、ＰＡＮ、Ｎ０２等の酸化性物質の集合体。

粉じん、ばいじん等の大気中の粒子状物質のうち、その粒径が１０μｍ以下のもの。ＳＰM。

昼間の１時間値が
0.06ppmを超えた

昼間の１時間値が
0.12ppmを超えた
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№ 発　　令　　日 天候 発　令　時　間 発　令　内　容 最 高 値

１ 令和４． ６．２８（火） 晴 １３：２０～１８：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１６６ｐｐｍ

２ 令和４． ６．２９（水） 晴 １５：２０～１６：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１２４ｐｐｍ

３ 令和４． ６．３０（木） 晴 １５：２０～１９：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１４７ｐｐｍ

４ 令和４． ７．　１（金） 晴 １５：２０～１７：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１４１ｐｐｍ

５ 令和４． ８．１５（月） 曇 １６：２０～１８：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１２９ｐｐｍ

注　 意 　報 ： オキシダント測定値が０．１２ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。

警　　   　報 ： オキシダント測定値が０．２０ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。

重大緊急報 ： オキシダント測定値が０．４０ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。

　　　※県南西部地区では、昭和６０年から警報の発令はありません。

光化学スモッグ注意報発令日時内容
令和４年度 県南西部地区

　　　○光化学スモッグ発令基準

2
5

3 2
5

0

15

30

日

３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

光化学スモッグ注意報発令状況
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※同じ原因に対する苦情は、１件としています。

○主な苦情
No 受理日 種　別 地　域 苦　情　内　容　及　び　対　応
1 R4.4.1 動物 唐竹 近所の人が野良猫に給餌しており、糞尿で困っている。→給餌者に猫用のトイレを設置するなど、周辺への配慮を求めた。

2 R4.4.6 雑草 岩沢 空き家の庭木が隣地へ越境、雑草も繁茂している。→現場確認の上、管理者に対し文書にて樹木の剪定、除草を依頼した。

3 R4.5.10 雑草 双柳 原因地から草木が越境し、通行に支障がある。→現場確認の上、土地所有者に対し文書にて枝木の剪定及び土地の適正管理を依頼した。

4 R4.6.20 害虫 双柳 原因地に蜂の巣があり危険である。→現場訪問し、住民へ蜂の巣の撤去を依頼した。

5 R4.6.24 動物 岩沢 藤田堀付近で大蛇を目撃した。→道路公園課へ報告し、注意喚起の看板を設置した。

6 R4.7.4 大気汚染 川寺 野焼きにより煙と臭いで困っている。→現地訪問し、周辺への配慮を求めた。

7 R4.7.8 悪臭 原市場 河川敷でバーベキューによる悪臭と騒音で困っている。→県土整備事務所と連携し、広報やＨＰで配慮を求める記事を掲載した。

8 R4.7.21 害虫 岩沢 原因地に蜂の巣があり、蜂が飛来してくるため危険である。→注意看板を設置し、蜂の巣の撤去を依頼した。

9 R4.8.2 野焼き 下加治 野焼きにより灰が飛来してくるため困っている。→現地訪問し、原因者に周辺への配慮を求めた。

10 R4.8.12 雑草 中藤下郷 空き家の雑草が繁茂している。→現場確認の上、土地所有者に対し文書にて土地の適正管理を依頼した。

11 R4.12.28 野焼き 笠縫 野焼きによる煙と臭いで困っている。→現場訪問し、周辺への配慮を求めた。

12 R5.1.8 騒音 中藤上郷 重機による木を伐採する音がうるさくて困っている。→現地訪問し、周辺への配慮を求めた。

13 R5.1.14 水質汚濁 笠縫 入間川に油が流失している。→西部環境管理事務所及び県土整備事務所と連携し、現場対応した。

14 R5.3.2 動物 阿須 阿須運動公園駐車場に捨て猫がいる。→猫ＴＮＲボランティアと連携し対応。捨て猫遺棄防止看板を設置した。

15 R5.3.22 騒音 双柳 工場内からの作業音、機械音がうるさくて困っている。→事業者へ事情を説明し、配慮を求めた。

令和４年度 公害関係苦情受付状況

１
０



        地下水汚染調査結果

トリクロロエチレン 　 　       　（単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･本町 I・南町 J・岩沢

30年度 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.500 0.001未満 0.001未満

元年度 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001 0.001未満 0.066 0.001未満 0.001未満

２年度 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.550 0.001未満 0.001未満

３年度 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.510 0.001未満 0.001未満

４年度 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.550 0.001未満 0.001未満

テトラクロロエチレン 　       　（単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･本町 I・南町 J・岩沢

30年度 0.0054 0.011 0.0005未満 0.0011 0.0014 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満0.0005未満 0.0005未満

元年度 0.0058 0.0063 0.0005未満 0.0007 0.0023 0.0005未満 0.0007 0.0005未満0.0005未満 0.0005未満

２年度 0.0045 0.0096 0.0005未満 0.0011 0.0015 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満0.0005未満 0.0005未満

３年度 0.0050 0.009 0.001未満 0.001未満 0.0010 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

４年度 0.0045 0.0070 0.0005未満 0.0005未満 0.0014 0.0005未満 0.0006 0.0005未満0.0005未満 0.0005未満

１，１，１－トリクロロエタン 　       　（単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･本町 I・南町 J・岩沢

30年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

元年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

２年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

３年度 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満 0.10未満

４年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0014 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

採水年月日　令和5年1月31日

　は、環境基準超過

※D・川寺は22年度から調査地点変更、H・本町は23年度から実施、J・岩沢はR4年度から調査地点変更
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地下水調査地点図
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記 号

双柳地|A
』
Ｎ
ＪB

C 川寺地|

D
川寺地|E

F 川寺地 |

G
H 本町地 |

南町地 |

「

ＪJ

注釈 :



ダイオキシン類環境調査結果

１．大気調査

調査期日 令和４年１１月９日～１１月１６日（1週間サンプリング手法）
調査項目 大気中のダイオキシン類２８項目及びコプラナーPCBs１４項目
調査方法 ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル（令和４年３月環境省

水・大気環境局）に示す方法。

※二重測定の実施 … 上記マニュアルに基づき試料採取分析における

総合的な信頼性を確保するため、同一条件で採取した２以上の試料

について、同様に分析し定量下限値以上の濃度の測定対象物質につ

いて両者の差が３０％以下であることを確認する。

調査結果 ダイオキシン類対策特別措置法の大気に対する環境基準値である

０.６ｐｇ－TEQ／㎥ と比較すると、全地点で基準値以下でした。
（下表参照）

13

調 査 地 点
毒性換算濃度（ pg－TEQ／㎥ ）

令和３年度 令和４年度 基 準 値

飯能市役所 ０．００８２ ０．００７４

０．６

精明地区行政センター ０．００９１ ０．００９０

加治東地区行政センター ０．０９４ ０．００８３

美杉台小学校 ０．００９５ ０．００６３

南高麗中学校 ０．００６５ ０．００８２

奥武蔵中学校 ０．００６４ ０．００４４

東吾野地区行政センター ０．００４９ ０．００５１

原市場中学校 ０．０１３ ０．００６６

名栗地区行政センター ０．０１１ ０．００４１



２．土壌調査

調査期日 令和４年１１月１０日

調査項目 土壌のダイオキシン類２８項目及びコプラナーPCBs１４項目
調査方法 ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル（平成２１年３月環境

省水・大気環境局）に準拠

調査結果 ダイオキシン類対策特別措置法の土壌に対する環境基準値である

1000ｐｇ－TEQ／ｇと比較すると、全地点で基準値以下でした。
（下表参照）

（注） ・ｐｇ … ピコグラム（１ｐｇ＝１兆分の１グラム）

・TEQ … 毒性等量。ダイオキシン類は多くの異性体が存在し、毒性もそれ
ぞれ異なるため、最も毒性の強い 2,3,7,8－四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキ
シンの毒性に換算して表していることを示す符号。

考 察 ○大気調査の結果は法令等（焼却規制）の強化により、全ての調査地

点で 0.1ｐｇ－TEQ／ｇ未満の数値となっています。
○土壌調査の調査地点は毎年変更していますが、全て１桁以下の数値

となっています。
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調 査 地 点
毒性換算濃度（ pg－TEQ／ｇ ）
令和３年度 令和４年度 基 準 値

名栗あすなろ会館 ０．４８

１０００

飯能第二小学校 ０．００８７

南高麗中学校 ３．４

加治小学校 １．５

精明小学校 ４．３

富士見小学校 ３．０

奥武蔵中学校 ０．１２

原市場小学校 ０．０９３

加治中学校 ０．２８

旧名栗中学校 ０．６５



３．ごみ処理施設調査

調査期日 令和４年６月７日及び７月８日

調査項目 ごみ焼却施設 … 排ガス、焼却灰、飛灰

最終処分場 … 放流水、地下水

調査結果 ごみ焼却施設及び最終処分場とも、基準値以下で維持管理されていま

す。

○クリーンセンター
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調 査 地 点
毒性換算濃度（ｎｇ－ＴＥＱ／㎥Ｎ ）

令和３年度 令和４年度 基準値

排ガス
１ 号 炉 ０．００７４ ０．０１７

５
２ 号 炉 ０．００２８ ０．００３２

毒性換算濃度（ｎｇ－ＴＥＱ／ｇ）

焼却灰
１ 号 炉 ０．００００２８ ０．０００５３

３
２ 号 炉 ０．０００４０ ０．０００６０

飛 灰
１ 号 炉 ０．２６ ０．５４

２ 号 炉 ０．４５ ０．３２

測定日：１号炉（排ガス、焼却灰、飛灰）令和４年６月７日

２号炉（排ガス、焼却灰、飛灰）令和４年７月８日



○最終処分場

測定日：新最終処分場排水 令和４年６月７日

旧最終処分場排水 令和４年６月７日

新最終処分場観測井（下流側）令和４年６月７日

（注）・ｎｇ…ナノグラム（１ｎｇ＝１０億分の１グラム）

・ｐｇ…ピコグラム（１ｐｇ＝１兆分の１グラム）

・㎥Ｎ…ノルマル立方メートル ０℃、１気圧の状態に換算したガスの量
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調 査 地 点
毒性換算濃度（ｐｇ－ＴＥＱ／ｌ）

令和３年度 令和２年度 基準値

新最終処分場排水 ０．００３５ ０．０６７
１０

旧最終処分場排水 ０．２０ ０．０２５

新最終処分場観測井(下流側) ０．０１７ ０．２３ １
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不法投棄パトロール等の状況

パトロール員による不法投棄物等の収集状況

令和４年度状況 パトロール日数 １７３日 収集量 ６，４９０ｋｇ

主な不法投棄場所（300kg以上）等

年度別パトロール状況等
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収集日 不 法 投 棄 場 所 主 な 投 棄 物 収集量

１
R4.6.29～
R4.9.13

北 川 ビン、缶 他不燃物 1,000㎏

年度 パトロール日数 パトロール員収集量 【参考】不法投棄総量

Ｈ３０ ２４１日 １６,１３０㎏ ２３,８２０㎏

Ｒ１ ２２７日 １４,１６０㎏ ２２,３７０㎏

Ｒ２ ２３９日 １７,８３０㎏ ２３,７７０㎏

Ｒ３ １５５日 ８,９４０㎏ １９,４８０㎏

Ｒ４ １７３日 ６,４９０㎏ １４,３５０㎏



～ 最大値 ～ 最大値 ～ 最大値 ～ 最大値 ～ 最大値

中郷橋下 Ａ 8.0 7.9 ～ 8.2 0.5 0.5 0.5 ～ 0.5 10.7 9.0 ～ 13.1 1 1 ～ 1 58 6 ～ 130

弁天河原 Ａ 8.1 7.8 ～ 8.8 0.6 0.5 0.5 ～ 0.9 11.0 8.8 ～ 13.2 1 1 ～ 1 48 11 ～ 93

開運橋下 Ａ 8.3 7.9 ～ 8.9 0.6 0.6 0.5 ～ 1.1 11.1 8.5 ～ 13.9 1 1 ～ 1 31 4 ～ 73

上赤沢バス折返場下 Ａ 8.2 7.7 ～ 8.6 0.6 0.5 0.5 ～ 0.8 10.8 8.3 ～ 13.7 1 1 ～ 2 48 10 ～ 79

小岩井取水堰下 Ａ 8.1 7.8 ～ 8.6 0.6 0.5 0.5 ～ 0.7 10.8 8.5 ～ 13.9 1 1 ～ 1 74 11 ～ 130

割岩橋下 Ａ 8.1 7.9 ～ 8.4 0.8 0.6 0.5 ～ 1.7 10.5 7.6 ～ 13.6 1 1 ～ 2 254 54 ～ 830

阿岩橋下 Ａ 7.8 7.5 ～ 8.3 4.6 3.5 0.5 ～ 12.0 8.7 6.8 ～ 10.3 1 1 ～ 2 215 38 ～ 810

坂石橋下 Ａ 8.2 8.0 ～ 8.4 0.5 0.5 0.5 ～ 0.6 10.8 8.7 ～ 13.7 1 1 ～ 1 91 10 ～ 170

東吾野橋下 Ａ 8.3 8.1 ～ 8.8 0.5 0.5 0.5 ～ 0.6 11.2 8.8 ～ 14.1 1 1 ～ 1 44 25 ～ 79

成木川 清川橋下 Ａ 8.2 7.9 ～ 8.5 0.7 0.7 0.5 ～ 0.9 10.9 8.2 ～ 14.6 1 1 ～ 1 649 11 ～ 3,300

中藤川 一ノ瀬橋下 － 8.1 7.9 ～ 8.5 0.6 － 0.5 ～ 0.7 10.8 8.2 ～ 13.9 1 1 ～ 1 96 3 ～ 170

藤田堀 大字岩沢350番地先 － 7.2 7.0 ～ 7.3 3.6 － 2.6 ～ 5.6 6.5 4.7 ～ 7.7 2 1 ～ 3 1,777 610 ～ 4,300

南小畦川 大字青木・下加治境 － 7.7 7.6 ～ 7.9 1.4 － 0.7 ～ 2.1 9.4 7.6 ～ 12.0 2 1 ～ 7 365 72 ～ 880

※ＢＯＤは0.5未満を0.5、ＳＳは1未満を1と表示

※令和4年4月1日から公共用水域の水質汚濁に係る環境基準が改正され、生活環境の保全に関する環境基準のうち、大腸菌群数から大腸菌数へ見直されています。

参考）  生活環境の保全に関する環境基準（河川）

項目

類型

Ａ

Ｂ

公共用水域の水質調査結果地点別総括表（生活環境項目）
(令和4年度)

ｐＨ ＢＯＤ（㎎/ｌ） ＤＯ（㎎/ｌ） ＳＳ（㎎/ｌ） 大腸菌数（CFU/100mｌ）

最小値 最小値 最小値 最小値  最小値

基　　　　　　　　　　　　　　　準　　　　　　　　　　　　　　　値

水素イオン濃度 生物化学的酸素要求量 溶存酸素量 浮遊物質量 大腸菌数

（ｐＨ） （ＢＯＤ） （DO） （SS） （CFU/100mｌ）

6.5～8.5 2㎎/ｌ以下 7.5㎎/ｌ以上 25㎎/ｌ以下 300（CFU/100ml）以下

6.5～8.5 3㎎/ｌ以下 5㎎/ｌ以上 25㎎/ｌ以下 1,000（CFU/100ml）以下

河川名等 地点名 類型
平均値 平均値 75%値 平均値 平均値 平均値

高麗川

入間川



河川別ＢＯＤ状況（過去3年間）
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①　中郷橋下

⑦　阿岩橋下

⑨　東吾野橋下

⑬　青木・下加治の大字境

⑫　岩沢３５０番

地先（藤田堀）

⑩　清川橋下

⑥　割岩橋下

⑤　小岩井取水堰下

⑪　一ノ瀬橋下

④　上赤沢バス折返場下

③　開運橋下

②　弁天河原

⑧　坂石橋下

高麗川

入間川

成木川

藤田堀

南小畔川

水質調査地点案内図

中藤川

⑭　入間川起点下

⑮　入間川支流
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